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１．はじめに  

 我が国における橋梁は，第二次世界大戦以前は木橋が一般的であったが，高度成長期の急激なモータリゼー

ションに対応する必要から，鋼橋やコンクリート橋が主流となった．近年，京都議定書に代表されるように，

日本を含む多くの国々で環境問題の意識が高まり，土木構造物においても，強度や耐久性の確保はもちろん，

環境評価やライフサイクルコスト等の幅広い支点での整備が要求されてきている．そんな中，近年，木橋が見

直されてきている．集成材の開発，防腐処理や木橋の設計・施工技術の向上により，従来より指摘されていた

木橋の諸問題が克服されつつあり，環境問題への取り組みも相まって，木橋が注目されてきている． 

 本研究では，群馬県内に存在する木橋の実態調査を実施することで，現存する木橋の点検やメンテナンスに

ついて検討する一方で，新たに木橋の架橋を計画する場合における木橋の役割や管理方法に関する研究の足が

かりとすることを目指した． 

２．木橋の実態調査 

 鋼橋やコンクリート橋以外に石橋を事例とした調査は数多くなされているが，木橋を事例とした調査は少な

い．そこで，群馬県における木橋の実態調査を実施した． 

2.1 市町村の道路管理者への調査 

総務省の公共施設現況調査(平成 15年)に基づき，群馬県内の 41市町村の道路管理関係課長に対し，調査用

紙を送付・回収した．調査用紙の質問項目は，橋梁名・設置場所・用途・橋長・橋梁材料等の木橋の基本的事

項をはじめ，維持管理の有無などの計 15項目である．市町村からの回答に基づき得られた，群馬県における

市町村別の木橋数を表-1に示す．群馬県の全 56市町村中，29市町村に木橋が架橋されており，総数としては

282 橋(平成 17 年 12 月現在)である．これは，群馬県に存在する全橋梁数の約 2.5%である．表-2 には，橋長
10m以上の木橋の分布図を示す． 

2.2 木橋の現地調査 

 2.1の調査結果で存在が確認された木橋の中から，規模の大きい橋を中心として，17 橋程度の現地調査を行

った．調査方法は，詳細測量を始め，目視・打診・含水率測定等を行った． 

表-1 群馬県の市町村別の木橋数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            図-1 橋長 10m以上の木橋の分布図 
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市町村名 橋 市町村名 橋
高崎市 2 妙義町 4

前橋市 3 甘楽町 2

桐生市 10 神流町 14
安中市 15 大間々町 8

藤岡市 0 長野原町 2

沼田市 5 伊香保町 2

渋川市 2 南牧村 13

富岡市 6 板倉町 2
月夜野町 12 東村(勢多郡) 6

吉岡町 2 中之条町 15

吉井町 8 小野上村 3
松井田町 8 鬼石町 15

榛名町 11 下仁田町 49

倉渕村 3 上野村 (59)

笠懸町 1 合計 282
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(a) 子持橋（群馬県みなかみ町） 

「子持橋」の現地調査は，平成 17年 10月 14日に実施した．「子持橋」は，昭和 60年に供用を開始し，20

年経った現在、老朽化が進み，崩壊する可能性もあることから，架け替えが予定されている．なお，平成 14

年に高欄と橋脚，平成 15年には床版の補修と橋脚の補強がなされている． 

床版は，マツ部材約 180本が，主桁上に橋軸直角に配置されており，供用開始時の部材と，平成 15年に防

腐処理を施し交換された部材(スギ)が混在している．床版上部は，平成 15年の補修により鋼板で覆われてお

り，現状を確認することができなかったが，側面および裏面から，多くの床版部材が腐朽していることが確認

できた(写真-2)．供用開始時の部材は，ピロディン試験で上限の 40mm，含水率試験で 48%を示していたこと

から，かなり腐朽が進行していることがわかった．主桁は，写真-3 に示すように，橋台との接合部で腐朽が

進行しており，含水率も高く，今後，更なる腐朽の進行が予想される．高欄については，部材の防水・防腐処

理がなされていないことから，腐朽による劣化が著しく，機能を果たしていないことが確認された． 

写真-1 子持橋全景      写真-2 子持橋床版部材       写真-3 子持橋主桁 

 

(b) ささら橋（群馬県前橋市粕川町） 

「ささら橋」の現地調査は，平成 17年 10月 16日および 12月 10日の両日に実施した．「ささら橋」は，平

成7年に供用を開始した，耐候性鋼材主塔を有する2径間木製斜張橋である．床版にボンゴシ材を用いており，

群馬県内に存在するボンゴシ材を使用した木橋 3橋のうちの 1橋であることから調査を実施した． 

10月 16日の調査時は，写真-5のように，床版表面がかなり摩耗していたものの劣化は見られなかった．し

かし，12月 10日の調査時には，写真-6のように，床版部材の一部が腐朽により落下していた．このような破

損が橋梁全体で計 30カ所程度見られた．落下した破片は，子実体が確認できたとともに，内部は木材腐朽菌

による腐朽が著しく進行していた．なお，現在，破損部材の取替等の補修工事が計画されている． 

写真-4 ささら橋全景     写真-5 ささら橋床版(10/16)    写真-6 ささら橋床版(12/10) 

 

３．おわりに 

 群馬県に存在する木橋について，市町村の道路管理者への調査と現地調査を実施した．その結果，数多くの

木橋で点検や補修が行われておらず，完成後のメンテナンス不足により，床版を始めとする部材の腐朽や腐朽

による劣化が多く見られた．今後，木橋の点検要領やメンテナンス，補修方法に関する手引きの充実が必要で

ある． 


